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七
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三
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五

奥
の
細
道
む
す
び
の
地
「
大
垣
」
十
六
万
市
民
投
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や
り
直
し
利
か
ぬ
齢
よ
渋
団
扇

元
請
の
配
る
し
ほ
飴
朝
ぐ
も
り

存
分
に
吸
へ
る
山
の
気
滝
開
き

文
豪
の
小
さ
き
文
机
山
滴
る

猛
暑
日
や
一
朶
の
雲
の
動
か
ざ
る

犬
猫
の
ゐ
て
夫
の
ゐ
て
端
居
か
な

名
優
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さ
り
気
無
き
所
作
夏
羽
織

　
「
真
夏
日
の
連
続
日
数
を
更
新
し
て
い
ま
す
」

と
、
ニ
ュ
ー
ス
の
声
を
聞
く
毎
日
で
あ
っ
た
。
本

当
に
暑
か
っ
た
。
そ
よ
風
も
な
い
。
無
風
の
夏
の
昼
。
本
当
に
「
何
も
動
か
ぬ
」
で
あ
る
。
猫
の
子

一
匹
も
外
へ
は
出
て
い
な
い
。
そ
ん
な
真
夏
の
様
子
を
、
「
草
も
」
「
木
も
」
「
雲
も
」
と
、
本
来

は
風
に
な
び
く
自
然
の
物
の
一
切
が
「
動
か
ぬ
」

と
断
定
し
た
こ
と
で
、
「

暑
さ
」
が
伝
わ
っ
て
き

た
。

　
「
床
涼
み
」
は
、
「

川
床
」
と
「
涼
し
」
の
複
合
語
と
な
る
。
「
床
」
に
、
「
川
床
」
を
表
す
意

味
も
あ
る
。
「
床
涼
み
」

で
、
京
都
の
川
床
の
涼
し
さ
を
表
す
。
「
舞
妓
」

さ
ん
が
出
て
き
て
、

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
」

と
納
得
。
「
鬢
を
撫
ぜ
る
風
」
が
、
一
層
の
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
蛇
足
に
な
る
が
「
撫
ぜ
る
」
は
、
一
般
的
に
は
「

撫
で
る
」
で
あ
り
、
訛
り
表
現
で
あ
る
。
で
も

こ
の
場
合
は
「
撫
ぜ
る
」

で
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
有
名
な
俳
優
さ
ん
の
所
作
は
、

普
通
の
人
と
は
異
な
る
と
い
う
。
確
か
に
、

身
の
こ
な
し
一
つ
で

も
、
ど
こ
か
気
品
が
あ
る
。
ま
し
て
「
羽
織
」
姿
は
一
層
粋
に
感
じ
る
。

　
羽
織
の
始
ま
り
は
「

陣
羽
織
」

と
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
女
性
は
使
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
現

在
は
洋
服
の
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
和
装
の
上
に
羽
織
り
、
暑
け
れ
ば
脱
い
だ
り
す
る
。

　
こ
の
句
の
「
夏
羽
織
」

は
、
名
優
の
所
作
を
旨
く
引
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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